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	報 告 者 氏 名
	広島セーリングスクール　　松尾　恵

	大 会 名
	IODA EUROPEAN CHAMPIONSHIP 2011

	開 催 地
	ポルトガル　TAVIRA

	大 会 期 間
	2011年７月2日～2011年7月9日


	開催地域の様子
	気温は高いが、湿度は低いのでカラッとしていて過ごしやすかったです。

昼間でも日陰は肌寒いくらいで、ジャケットが必需でした。
ホテル内にも徒歩圏内にもコンビニやスーパーも無く、おやつ等の嗜好品を手に入れるのが難しかったです。

	宿泊場所
	四つ星ホテルだけあって、リゾートムードたっぷりで雰囲気も良く、尚且つ快適にすごせました。
ハーバーへはホテル隣接の桟橋から送って行ってもらえて便利でしたが、帰りはひたすらお迎えを待たないといけなかったのでタイミングを逃すと大変でした。
無線LANの通信環境が悪く困りました・・・

	大会のサポーターへの対応は
	皆さん親切でしたが、特に日本チーム担当の方には良くしていただきました。
出艇時や帰着時のcrewの対応などが毎日違うのには最初こそ戸惑いましたが、『少しでもより良く！』と
いう気持ちが伝わってきたので、対応出来ました。

	選手たちの

 コンディションは？


	食事が美味しく、日本人の口には合っていたのもあって食の細くなる子もいませんでしたので、全日ホテルで食事を摂りました。メニューも定期的に変えてもらえたので飽きることもありませんでした。
体調を崩すことなく、最終日まで過ごすことが出来ました。

	サポーターとして気をつけたことは？


	キーワードは『ONとOFF』
浮かれ気分が抜けない選手たちの気持ちを、レースに集中出来るような環境を作ることに気を付けました。

	海外の選手を見て感じたことは？


	『ONとOFF』がハッキリしているなと思いました。
遊ぶ時とレースの時とはキッチリけじめをつける事が出来ているように思いました。

（順位が上の選手ほど）

	日本の選手を見て感じたことは？


	言葉の壁からか、他国選手とコミュニケーションを取るのがなかなか難しいようでした。
日本では積極的な子ばかりでしたが、外国人選手が相手となると・・・

	Spare dayの過ごし方は？


	ありませんでした。
が、日々の自由時間はプールで泳いで気分転換したり、他国チームとTシャツ交換など各自思い思いに過ごしていました。

	日本チームとして

の課題


	チームとしてというよりも、国際大会を目指す子には語学力も必要だと思いました。
せめて日常会話くらいはヨットのセーリング技術と同じくらい大切だと感じました。

	ＪＯＤＡへの要望
	NT合宿のようなレベルの高い合宿を、出発までに何回か経験出来たらいいなと思いました。

	その他　
	このような機会を与えて頂いて感謝の気持ちで一杯です。

OP世代に世界を感じる事が出来た事は、今後のセーリング人生の糧になる貴重な経験だったと思います。



	　
	

	　　　
	


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会
